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（本文）nを任意に与えられた正の整数とする。n変数の0－1ナップザック問   

題の制約式を作る正の実数の重み係数（w．，W2，・・・，Wn）から次のように重   

み点（W。（＝0），W．．W，．・・・．W，）を小さいものから大きいものへと順に  

Wo 仝O  

W．会 Min（w・X：W。＜w・X，Ⅹ，＝0又はl（j＝＝l，2，・・・，n）〉  

W，仝 Min（w・X：W，＿t＜w・X．X，＝0又は1（j＝1，2，・・・，n）〉  

WJ＝Wl十W2十 … 十Wn   

で定義した。ここに、W仝（w．，W2，…，Wn）は重み係数のベクトル、X全  

（Ⅹ．，Ⅹ2，…，Ⅹn）は変数のベクトル、そして w・X会 ∑wjXJである。  
JFI  

Jはその0でない重み係数の数でその0－1ナップザック問題のJ数と呼ばれる   

ものである。各重み点W．（ー＝0．1，2，，J）に対応する解の総数をs．   

で表す。つまり、  

s，仝l（x：W・X＝W，．X．＝0又はl（j＝1，2，．n））（1）  

とおく。  

S o ＝SJ＝1   

は明らかである。また、  

Wl＝Wt＝。  

で  

s．＝l（j：Wj＝W山n）l   

である。ここに、Wmlれ金 Min（wJ（j＝1，2，，n））である。  

すべての解の総数は 2n であるから  

J  

∑ s．＝2n  
rEO  

が成り立つ。〔l〕の命題3．2で  

（2）  

（3）  

（4）   
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W．十WJ＿．＝WJ（r＝0，l．．J）   

であることを示した。その証明の過程から  

s．＝S卜．（r、＝0，1．2，，J）   

であることも分かる。よって、（4）より  

〔J／2）  

Jが奇数のとき  ∑  s．＝2n‾l．  
r－0  

〔（J－1）／2）  

Jが偶数のとき  ∑  s．十SJ／2／2＝2n‾l  
r－0  

が成り立つ。さて、次の恒等式が一般的に成り立つ。  

（5）  

（6）  

（7）  

命題 Zを任意の正の値を取る変数とする。このとき s．．W．（r＝0，l，2．  

，J）とzに関して次の式が成り立つ。   

J  Wr  n  wJ  

∑ s．z  ＝IT（1十Z ）   
r－O  J●l  

（8）  

（zの次数は整数とは限らないことに注意しよう）   

（4）は（8）で Z＝1とおいたものであることに注意しよう。この命題の証明、恒   

等／式（8）から導けるその他の公式、整数計画法の他の分野で（正の整数を係数とす   

る一つの線形不定方程式、これもまたナップザック問題と呼ばれているものの制   

約式である、の解の個数に関して）知られている（［2，3】を参照）この式と類   

似に成立する同様な恒等式とそこから導けることとの関連を論じたい。   
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